
1．はじめに

固体表面の撥水化は固体と水との相互作用を低減できること
から，防水滴，防錆，セルフクリーニング，着雪防止，抗菌，
風合い向上などさまざまな機能を固体表面に付与することが可
能であり，工業的に重要な表面処理技術の一つである。固体表
面の撥水性は時間の概念を含まない，おもに接触角や転落角で
評価比較される静的撥水性と，時間を変数とする，水や水滴の
移動の速度や加速度で評価比較される動的撥水性に大別され
る1）。静的・動的撥水性の研究は，表面の構造や化学組成のナ
ノレベルでの評価技術と，CPUや動画処理技術の進歩にともな

い，今世紀に入ってから研究報告数が大幅に増大し，内容も大
きく進展している。これらの知見は，固体そのものや外場を用
いた水の挙動の制御技術へと発展し，近年はさまざまなデバイ
スの設計技術の一翼を担っている。撥水性固体表面での静的・
動的濡れ性の知見は，ますますその重要性を増しつつあり，近
年この研究分野では，界面（表面）化学や材料科学だけでなく，
流体力学的な考察が融合していく傾向が強まりつつある。
筆者らはこれまで本誌に固体表面でのさまざまな静的・動的

撥水性の研究の進展について紹介してきた。前々報2）では静
的・動的濡れ性に及ぼすさまざまな固体表面の因子について概
説し，前報3）では撥水性固体表面での水滴の衝突転落性と自
発跳躍，ならびに固体／液体ハイブリッド材料の研究について
紹介して，実用に即した計測の重要性や，高度撥水表面におけ
る凝結濡れが発現する特異現象，新たな撥水性複合材料が示す
特性等について記述した。本稿では前報に続き，最近4～5年
の撥水性固体表面での静的・動的濡れ性に関するいくつかの研
究について触れる。

2．鋭角と鈍角に傾斜した撥水表面での水滴の転落

動的撥水性は前々報2）に記載したように，静的な濡れ性よ
りも固体表面のさまざまな特性に影響を受ける。中でも固体内
の物理的な粗さや化学的不均一部位は，三重線の移動に対して
ピンニング源として作用し，動的撥水性を低下させることが
知られている4-11）。超撥水表面12-14）や固体／液体複合撥水表
面15,16）を除く通常の撥水表面では，優れた動的撥水性を実現
するには，これらの物理的化学的不均一部位を可能な限り除去
することが必要である。
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要　　　　旨

固体表面の撥水化は固体と水との相互作用を低減できることから，さまざまな機能を固体表面に付与することが可能であり，工業
的に重要な表面処理技術の一つである。固体表面の撥水性は時間の概念を含まない静的撥水性と，時間を変数とする動的撥水性に大
別される。静的・動的撥水性の研究は，表面の構造や化学組成のナノレベルでの評価技術と，CPUや動画処理技術の進歩にともない，
今世紀に入ってから研究報告数が大幅に増大し，内容も大きく進展している。これらの知見は，固体そのものや外場を用いた水の挙動
の制御技術へと発展し，近年はさまざまなデバイスの設計技術の一翼を担っている。撥水性固体表面での静的・動的濡れ性の知見は，
ますますその重要性を増しつつあり，近年この研究分野では，界面（表面）化学や材料科学だけでなく，流体力学的な考察が融合し
ていく傾向が強まりつつある。本稿では固体表面の静的・動的撥水性に関する最近の研究を，筆者らの検討内容と合わせて紹介する。
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